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1. 研究の背景と目的 
 近年,指紋や顔認証といった生体情報を用いた個人認
証に対して,注目が集まってきている. バイオメトリクス認
証の中でも音声は,私たちが日常生活で行っている発話
動作を用いた認証であるので,利用者は特別な抵抗を
感じることなく利用することができる.また連続的に利用
者を認証する際にも,利用者本人に負担をかけることなく,
サービスを利用しながら認証することができるように,音
声を個人認証に用いることは有効な手段であると考えら
れる. 
 本論文では携帯電話や IP ネットワーク上のディジタル
音声通信における,音声符号化方式との親和性を考慮
した話者識別方式を提案する. 
  
2. CELP話者識別方式 
 CELP話者識別の概要図を以下に示す. 
 
登録時には,発話された音声を CELP 符号化を行
い,LSP,ピッチ,VAD といった音声に含まれる個人性を抽
出する.それらのパラメータを用いて,環境雑音に強い音
声フレームの抽出を行った後,LBG クラスタリングを行い,
特徴コードブックを作成する. 
識別時には,識別を行う人数分のコードブックを一つ
にする.その後,発話された音声を CELP 符号化し,登録
時同様に音声フレームの選択を行う.選択されたフレー
ムと,識別用に作成した複数人分のコードブックそれぞ
れの代表点と距離を算出し,最も小さな値の代表点を判
定することで話者を識別する. 
 
 
 
3. Speexパラメータを用いた通信会議システム 
 Speex とは音声コーディングの一つであり,無償で利用
することが出来る技術である.現在も実際に音声データ
の送受信のサービスに用いられている.コーディングから
得られる音声フレームは 20ms単位である. 
 Speex から抽出されたパラメータを用いて,識別を行う
上で設定する必要がある,特徴コードブックのレベル数,
登録に用いるフレーム数について,シミュレーションを行
った結果,レベル数 128,登録に有効フレーム 4000 を用
いる.以下に本研究において,設定されている識別環境
を述べる. 
・ 会議室での利用を主として想定しているため,2～3
秒の発話時間が得られる 
・ 実環境に PC を想定しているため,メモリの大小につ
いて制約はない 
・ 通信会議であることから,1拠点に 6人で複数拠点を
想定しているため,必要識別人数は 6人とする 
以上の環境を想定し,CELP 話者識別のシミュレーション
を行った結果,有効発話 50フレーム,実発話で 2秒程度
を用いることで,ほぼ 100％識別が可能であることが確認
できた.以下に識別判定の詳細について調べた. 
 
 
この結果より,寄与率 61％で 1番の話者が識別されてい
る.しかし,他のコードブックとのスコアは近く,実音声への
適用を考慮すると,より高い寄与率での識別が必要にな
ると考えられる.そこで,判定に幅(以下,ウインドウサイズ)
を用いた識別を行う.本検討で用いるウインドウサイズは
日本語の 1音素の長さを元に,5 フレームを用いて,同様
に識別のシミュレーションを行った. 
 
 
この結果,寄与率 79％が得られ,ウインドウサイズを用
いることの効果が得られた. 
 
4. 実環境への適用に関する検討 
 本提案方式の実環境への適用を考える際,雑音に対
する影響を調べる必要がある.会議室での利用より,想定
される主な雑音として,他者の発話音声と空調等の環境
雑音が考えられる.そこで,二つの雑音における話者識
別への影響に付いて検討を行った. 
 二人が同時に発話した際に,出力される可能性は, 
・ 両者が同時に発話している 
・ 両者のどちらかが発話している 
・ 第 3者が発話している 
が考えられる.そこで,ATRの音声データから同時に発話
している音声データを作成し ,シミュレーションを行っ
た .
 
この結果より,話者１が 50%,話者２が 37％の寄与率が
得られ,同時に発話した際には,両者のどちらかが発話し
ていると識別され,第３者が発話していると識別する可能
性は低いと考えることができる. 
 次に,空調等の環境雑音による話者識別の影響に付
いて検討を行うため,実際に録音した音声データを用い
て話者識別のシミュレーションを行った. 
 
 この結果より,寄与率 70％が得られていることから,若干
の精度低下は見られるが,ATR 音声データ同様に高い
寄与率を得られることが確認でき,空調等の環境雑音が
話者識別へ及ぼす影響は小さいと考えられる. 
 ここまでの検討によって,CELP話者識別の実環境への
適用の可能性を示すことが出来た.しかし,登録時間に有
効フレーム 4000,実発話 2 分半が必要になる点で,利便
性の向上が必要になると考えられる.そこで,登録時間と
識別率の関係を調べることで,利便性の向上を行う.以下
に,コードブックのレベル数と識別率,登録時間と識別率
についてシミュレーションを行った. 
 
 
この結果より,コードブックのレベル数 64,登録時間
1000 フレームを用いることで精度低下を少なく,利便性
の向上が出来ると考えられる. 
 
5. 結論 
CELP 話者識別を用いることで,高い識別率で通信会
議の参加者を識別できると考えられる. 
今後の課題として,多くの実音声を用いることでのパラ
メータの設定,通信を用いることによる識別への影響を調
べる必要がある.ノイズキャンセルを用いて除去は行うが,
どの程度除去でき,識別に影響が出ないのか検討する
必要がある. 
